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　As far as each city hall of the current, you can easily imagine that the pursuit of economic 
efficiency in rebuilding the future, to become massive volume stacked in high-rise, but the 
government buildings have their identity as responsible for the center of the town should be.
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1　はじめに
　西洋の庁舎建築は大きな広場に面していることが多く、ノリの
図では都市の街路や広場といったものと同じように白抜きされて
いる。つまり、市民に内部的な都市の余白を与えている場所と言
える。そのように考えていくと、東京の高密な都市の中に庁舎建
築を建てることで、市民に内部的な都市の余白をもたらすことが
できるはずである。しかし、日本の庁舎建築はバブル期の異常な
経済成長の中で一度は多様な展開を見せ始めたように思えたが、
現在は事務的な機能性を追求したハコガタの庁舎が多く建ってい
る。
　庁舎建築の市民利用空間の割合が近年増加傾向にあり、ますま
す行政が市民と手を取り合い協働して町づくりを行っていくこと
が求められている中、庁舎のあるべき姿はどのようなものだろう
か。
図 1　カンポ広場　　　　　　　図 2　ノリの図
２　論文概要
　戦後1950～1960年代に建てられた庁舎建築が、老朽化・狭隘化・
業務の肥大化などの問題から建替えの時期にきており、現在次々
と庁舎のコンペティション・プロポーザルが行われている。その
中で様々な建築家が新しい庁舎像を描いているが、東京都心の庁
舎としては未だによい庁舎像が描けていないように感じる。
　現在の各区役所を見る限り、今後の建替えでも経済性を追求
し、高層に積み重ねられたハコモノになることが容易に想像でき
るが、庁舎はその街の中心を担うものとしてそれぞれのアイデン
ティティを持つべきである。
　そこで今回、庁舎建築の歴史や事例研究を通して東京都心の庁
舎のあり方を探っていく。
3　日本の庁舎建築
　日本での庁舎の始まりがいつの時代であるかを特定することは
難しい。国家が成立し、立法・行政、そして司法のシステムが出
来上がっていく過程で、庁舎もまた成立してきたが、政治の形態
とその影響範囲の変化、消長の中でさまざまに姿を変えてきた。
広義にいえば、卑弥呼の宮殿も、奈良朝・平安朝の都における皇
居や地方における国府、鎌倉時代の幕府、さらに安土桃山時代や
江戸時代の代官所や白などもすべて庁舎であるが、内容が多岐に
渡ってしまうため日本が封建制を脱して、近代国家の体制を整え、
府県による地方行政が開始された明治時代以後の官庁建築を庁舎
として取り扱う。
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（1）明治時代
　明治以後、行政が一つの組織立った事務処理を行うシステムと
して進化するようになって、庁舎もまた能率的な事務の遂行ので
きる実質的で、純化された機能をもつ建築となっていった。
（2）大正時代
　明治末になって、鉄骨構造および鉄筋コンクリート構造の技術
が日本に導入される。この時期までに地方庁舎も機能的にも耐久
性の面からも命数がつきたものが多くなり、大正時代には新技術
により次々と建替えや増改築が行われた。平面系は E タイプやロ
の字型、日の字型が多い。
（3）昭和初期
　昭和に入ると、コンペで建設された香川県庁舎のほか、兵庫県
庁舎、群馬県庁舎などが竣工した。これらの県庁舎は SRC 造また
は RC 造であるが、多くはモダン・ルネッサンスの左右対称形で、
従来の県庁舎のコンセプトとあまり変化のないものであった。
（4）戦後
　日本経済の復興と相まって、昭和 30 年代には多くの庁舎が建
設されることとなる。地方自治体の財政規模や業務組織も拡大の
一途をたどり、老朽狭隘化した庁舎の建て替え機運が全国的に広
がりはじめた。
　戦前のロの字型や日の字型ではなく、世界的なモダニズム建築
思潮の中でインターナショナルスタイル、セン　ターコアをもつ
高層化された機能的なものが現れ、特に香川県庁舎はそうした機
能的な庁舎に日本の伝統的な表現と空間を調和している。
香川県庁舎　
（昭和 33 年 (1958 年），丹下健三）
図 3　香川県庁舎　
（昭和 33 年 (1958 年），丹下健三）
４　庁舎建築における市民利用空間
　市庁舎の延べ床面積と、人口の関係のグラフを見てみると、各
事例の竣工年代別に竣工年代が進むにしたがって各年代の庁舎規
模の平均を表す直線の傾きが増大している。これは年代が進むに
従い人口一人当たりの延べ床面積の増大を示しており、市庁舎の
規模が拡大しているということを表している。市民一人当たりの
床面積は 1950 年代の庁舎と、1990 年代以降の庁舎では、約 3.4
倍になっている。年代が進むに従い市庁舎の規模が拡大している
ということを表している。
▽　人口一人当たりの床面積
▽　人工・延床面積比
５　東京都心における庁舎像とは
　現在地方庁舎のコンペ案にて様々な建築家が新しい庁舎像を打
ち出しているが、単に行政の事務的な機能を果たすハコではなく、
市民の自由な活動を受け入れる広場的空間を持ち、いずれもその
まちを活性化させる中心施設としての位置づけを担っている。（本
来的に庁舎とはそうあるはずであるが、多くの庁舎建築はそうと
も言えないような場所であった）人口の減少や、高齢化、シャッ
ターが降りた店舗の目立つ商店街など、様々な問題を抱え賑わい
を失いつつある地方都市は多くあるが、人々の交流・観光・産業
拠点として市民と行政が協働してまちづくりをしていくための新
たな市庁舎像がそこに示されている。
　それでは東京都心の庁舎はどうあるべきであるか。
　東京でももちろん高齢化、少子化などの問題は抱えている。だ
が、東京都全体として人口は年々増加傾向にあり、2020 年東京
オリンピックも決定した今、海外からの観光客も増え、ますます
注目されていくことが予想される。人口の元々少ない地方都市と
年代 人口一人当たりの床面積（人）
1950 年代 0.045　㎡／人
1960 年代 0.065　㎡／人
1970 年代 0.096　㎡／人
1980 年代 0.113　㎡／人
1990 年代以降 0.153　㎡／人
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違って、東京はそこに暮らす人、通勤・通学する人、観光客な
どたくさんの人がいる。その中で庁舎の位置づけ・あり方は地
方都市と同じというわけにもいかない。もちろん、市民の交流
拠点であるべき場所であることや、市民と行政が協働してまち
づくりを行っていくことの重要性など本来的な意味は同じであ
る。東京はたくさんの人の日常が交差し、多種多様な人がそこ
にいる。そしてもうすでにまちの中心を担っているなにか（あ
るいは担ってきたなにか）が存在するはずである。つまり東京
では人々の日常の中にそのまちをつくってきたシティホール”
市民の生活を支え、交流拠点となってきた場所”があると考え
る。
　私はその日常の中にあるシティホールに庁舎の機能を重ねる
合わせることで、そこにしかない新たな庁舎像が描けるのでは
ないかと考えている。
６　北区の City Hall
（１）商店街のまち　北区
　戦前は、映画館、三業地、寺社のような娯楽、宗教施設を中
心にいわゆる盛り場ができ、その盛り場を中心に商店街ができ
た。加えて北区では大規模な工場、軍施設の進出を契機として
急激に人口が増加したために商店街が発展していった。
　終戦後には、焼失などもあり、商店街はほとんど麻痺状態に
陥ったが、赤羽などではヤミ市から商業復興がはじまった。
　そして、北区商店街連合会が昭和 26 年 9 月に約 40 加盟商店
街で創立され、その後徐々に加盟商店街を増やしながら、商店
街活動を展開してきており、現在、区内には 92 の商店街がある。
　このような経緯で発展してきた北区の商店街は、北区の人々
の生活を支え、交流の拠点になってきた本来的な意味でまちづ
くりの中心「シティホール」であるといえる。
　商店街では毎年様々なイベント・お祭りが開催され、人々の
衣食住を賄う日常的な場所にとどまらず、非日常的なハレの場
としても機能している。
　今回は上述したように防災拠点としての観点から、武蔵野台
地側に立地した商店街の中でも最大の長さを誇る十条銀座商店
街を敷地として新たな庁舎像を描いていく。
図 4 北区の City Hall: 十条銀座商店街
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